
在来種と外来種の
個体数割合

　

か
い
ぼ
り
で
捕
獲
し
た
魚
の
う
ち
、

在
来
魚
は
ギ
ン
ブ
ナ
、
モ
ツ
ゴ
、
オ
イ

カ
ワ
の
3
種
で
し
た
。
外
来
魚
や
、
水

質
悪
化
に
よ
る
影
響
か
、
個
体
数
は
少

な
め
で
し
た
。
捕
獲
し
た
在
来
魚
は
い

け
す
で
保
管
し
、
か
い
ぼ
り
後
に
池
へ

戻
し
ま
し
た
。
環
境
が
よ
く
な
っ
た
池

で
数
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

外
来
魚
は
、
釣
り
や
観
賞
用
に
利
用

さ
れ
る
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
(
ヘ
ラ
ブ
ナ
)、

メ
ダ
カ
類
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
な
ど
6
種

を
確
認
し
ま
し
た
。
外
来
種
の
ア
メ
リ

カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
干
し
上
げ
時
に
は
泥

の
中
へ
逃
げ
込
ん
で
し
ま
う
た
め
、
あ

ま
り
捕
獲
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き

狭山丘陵の自然再生の取組を伝える
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かいぼり実施！

か
い
ぼ
り
で
捕
れ
た
魚

自
然
再
生
作
業
を
実
施

　

今
回
の
か
い
ぼ
り
で
は
、
外
来
魚
駆

除
や
水
質
改
善
の
ほ
か
、
市
民
参
加
イ

ベ
ン
ト
と
専
門
業
者
に
よ
る
作
業
を
組

み
合
わ
せ
て
水
辺
の
自
然
再
生
を
進
め

ま
し
た
。
水
質
や
生
物
多
様
性
に
影
響

を
お
よ
ぼ
す
園
芸
ス
イ
レ
ン
の
駆
除
、

岸
辺
へ
の
湿
地
環
境
の
創
出
、
池
底
の

ゴ
ミ
回
収
、
水
路
の
泥
上
げ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て
あ
っ
た
も

う
一
つ
の
池
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
か

つ
て
上
の
池
が
あ
っ
た
場
所
に
浅
い
池

を
掘
り
ま
し
た
。

　

か
い
ぼ
り
が
終
わ
り
、
元
の
よ
う
に

水
を
た
た
え
て
い
る
二
ツ
池
。
今
回
の

取
組
を
機
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に
自
然
が

回
復
し
て
い
く
の
か
、
ど
う
ぞ
観
察
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ギンブナ330匹

モツゴ105匹

在来種オイカワ1匹

外来種

コイ26匹

ゲンゴロウブナ49匹

ブルーギル8匹 オオクチバス2匹

アメリカザリガニ
300匹

ミシシッピアカミミガメ1匹

メダカ類3匹

タイリクバラタナゴ
2匹

カワリヌマエビ属
2匹

※アメリカザリガニとミシシッピアカミミガメは条件付特定外来生物

特定外来生物特定外来生物

特定外来生物

特定外来生物

在来種
52.6％

ギンブナ
39.8％

モツゴ
12.7％

ゲンゴロウブナ

5.9％

アメリカ
　　ザリガニ
　　36.2％

その他の外来種

2.2％

外来種
47.4％

コイ3.1％
オイカワ0.１％

か
い
ぼ
り
で
水
質
を
改
善
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
池
底
を
長
く

空
気
に
さ
ら
し
て
お
く
こ
と
。

水
の
富
栄
養
化
の
原
因
と

な
る
チ
ッ
素
が
減
少
し
、
リ
ン

は
水
に
溶
け
出
し
に
く
い
状

態
に
変
化
し
ま
す
。
底
泥
が

乾
い
て
ヒ
ビ
割
れ
る
と
、
泥
の

内
部
に
空
気
が
届
い
て
さ
ら
に

効
果
が
上
が
り
ま
す
。

池
底
の
干
し
上
げ

ここから始まる谷戸の水辺再生ここから始まる谷戸の水辺再生
　東大和市二ツ池公園では、池を排水して魚を捕る

かいぼりイベントを 2023 年 11 月に行いました。一般

参加者、ボランティア「東大和狭山丘陵保全班」、市

関係者など 41 名が池に入って奮闘する様子を大勢

の見学者が見守りました。

　魚捕りの後、約 3 ヶ月にわたる干し上げ期間に

さまざまな作業を行い、生物多様性の回復を進めま

した。

　東大和市二ツ池公園では、池を排水して魚を捕る

かいぼりイベントを 2023 年 11 月に行いました。一般

参加者、ボランティア「東大和狭山丘陵保全班」、市

関係者など 41 名が池に入って奮闘する様子を大勢

の見学者が見守りました。

　魚捕りの後、約 3 ヶ月にわたる干し上げ期間に

さまざまな作業を行い、生物多様性の回復を進めま

した。

続
き
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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写真館写真館

かいぼり
写真館

かつてあった 「上の池」 を復活！

護岸沿いに湿地環境を
整備しました

捕れたて！ 池の生きもの展示

すっかり干
し上がりま

した！

すっかり干
し上がりま

した！

ザリガニ
いないかな～

アオサギ

2023年11月11日
　イベント当日

2023年11月
　～2024年2月

いけすで保管していた
在来種を再放流！

いけすで保管していた
在来種を再放流！

水路にたまった泥を
取り除きました！
水路にたまった泥を
取り除きました！

整備した浅場の表層に

池底の泥を撒き出し。

水生植物が生えてくるかな？

和地市長の
掛け声で

魚捕りスタート！

園芸スイレンの
根茎除去

一般参加者ら41名が

池に入って

魚を捕りました！


